
最
近
の
大
門
遺
跡
の
調
査

　
大
門
遺
跡
と
は
、

高
尾
に
あ
る
弥
生
時

代
か
ら
江
戸
時
代
に

か
け
て
の
集
落
遺
跡

で
、袋
井
駅
南
口
の

東
側
一
帯
に
位
置
し

て
い
ま
す
。市
教
育

委
員
会
で
は
、遺
跡

の
南
西
側
か
ら
順
に

発
掘
調
査
を
行
い
、弥
生
時
代
・
古
墳
時
代
・
奈

良
時
代
・
平
安
時
代
・
鎌
倉
時
代
な
ど
の
集
落
跡

を
発
見
し
ま
し
た
。発
掘
さ
れ
た
大
小
様
々
な

穴
や
溝
跡
を
調
べ
て
い
く
と
、丸
い
形
の
竪た

て
あ
な穴

式
住
居
の
遺
構
や
四
角
い
形
の
掘

ほ
っ
た
て
は
し
ら

立
柱
建た

て
も
の物
の

遺
構
な
ど
の
建
築
物
の
痕
跡
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。住
居
跡
に
は
赤
く
焼
け
た
土
の
跡（
炉ろ

あ
と跡
）

も
あ
り
、当
時
の
人
々
が
家
の
中
で
煮
炊
き
を

し
た
生
活
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

稲
作
が
き
っ
か
け
で

袋
井
の
人
口
が
増
加
？

　
紀
元
前
４
世
紀
ご
ろ
に
九
州
北
部
か
ら
稲

作
が
始
ま
り
、西
日
本
か
ら
順
に
農
耕
社
会
に

変
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。静
岡
県
内

に
稲
作
が
伝
わ
る
と
、ま
た
た
く
間
に
人
々
の

暮
ら
し
は
狩
猟
・
採
集
を
中
心
と
し
た
も
の
か

ら
稲
作
を
営
む
ム
ラ（
集
落
）で
の
生
活
に
変

わ
り
ま
し
た
。市
内
に
あ
る
弥
生
時
代
の
遺
跡

の
数
は
、縄
文
時
代
の
遺
跡
の
数
と
比
べ
て
大

幅
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、稲
作
に
適
し

た
太
田
川
流
域
の
低
地
を
求
め
て
や
っ
て
き

た
人
々
が
袋
井
に
定
住
し
、人
口
が
増
加
し
た

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

様
々
な
形
の
弥
生
土
器
が
出
土
し
ま

し
た
。用
途
に
合
わ

せ
て
使
い
分
け
て
い

た
よ
う
で
す
。

小
型
の
石
斧
が
６
点
出
土
。住
居
用
の

木
材
を
伐
採
す
る
時
に
使
わ
れ
た
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

鋭
く
作
業
効
率
の
良
い
鉄
製
品
が
普
及

し
て
い
た
弥
生
時

代
に
、石
製
の
道
具

が
発
見
さ
れ
る
の

は
珍
し
い
こ
と
と

思
わ
れ
る
た
め
、

今
後
の
調
査
例
の

増
加
を
待
ち
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

4広報ふくろい 2022　令和4年6月

大
門
遺
跡
か
ら
見
た

袋
井
の
弥
生
時
代
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掛之上遺跡

大
門
遺
跡
の
遺
物
か
ら
見
え
る

弥
生
時
代
の
衣
食
住

市
駅
南
都
市
拠
点
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、平
成
30
年
度
か
ら
高
尾
地
区
で
行
っ
て
い
る

発
掘
調
査
。こ
れ
ま
で
に
約
１
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
調
査
を
行
い
、銅
鐸
形
土
製
品
を
は
じ
め
様
々
な

も
の
が
出
土
し
て
い
ま
す
。そ
の
な
か
で
も
、弥
生
時
代（
約
１
，７
０
０
〜
３
，０
０
０
年
前
）の
遺
構

や
遺
物
は
特
に
多
く
、徐
々
に
昔
の
人
々
の
生
活
の
様
子
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。今
回
は
、

そ
の
調
査
成
果
を
も
と
に
約
２
，０
０
０
年
前
の
袋
井
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。　　
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石
製
の
紡ぼ

う
す
い
し
ゃ

錘
車
の
一
部
が
１
点
出
土

し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
糸
を
紡
ぐ
道
具
で
、

糸
か
ら
機は

た
お
り
き

織
機
で
布

を
織
り
、衣
服
を
作
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。小
さ
な
１
点
の

紡
錘
車
の
出
土
か
ら
、

こ
の
時
代
に
機
織
り

の
技
術
が
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

  発掘調査の様子

衣

食

参考：登呂遺跡・復元住居

大門遺跡の遺構

柱穴炉壁溝

竪穴式住居

紡錘車

水や食料の貯
蔵用

壺

足付きの皿。
盛り付け用。

高
たかつき

杯

煮炊き用。米も
これで炊いた

台
だいつきがめ

付甕

いろいろな石斧

住
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袋井の弥生時代を知る
遺跡マップ

市内にある弥生時代の主な遺跡を紹介します。

5 広報ふくろい 2022　令和4年6月

　周囲が大きな堀で囲われていました。この堀はムラを守る防
御施設と考えられています。地域で争いがあった時に立てこも
る砦のような働きをしていたのかもしれません。

1 一色前田遺跡（宇刈）　2つの遺跡からは大量の弥生時代中期から後期に
かけての弥生土器が出土しています。大きな堀のあ
とからは原形をとどめた土器が出土しており、太田
川の洪水で流されて埋没したものと考えられます。

　弥生時代後期の遺物が多く出土。このう
ち木製の鋤

すき

は良品で、水田や農業用水の開
発に使用されたと推測されます。

6 鶴松遺跡（袋井インターチェンジ北側）
7 土橋遺跡（袋井インターチェンジ南側）

9 堀越ジョウヤマ遺跡
（袋井インターチェンジ東側）

人口が増加した理由は稲作の影響だけじゃない！？
縄文時代後期から弥生時代にかけて、袋井では遺跡の数が

増加している一方、静岡県東部ではその
数が激減しています。実はこの頃、富士
山の爆発的な噴火が4回起こったといわ
れていて、富士山の噴出物の被害を受け
た県東部の人々が難を逃れるために袋井
に移住してきた可能性があるんです。
実は、私も4月に県東部から西部に

引っ越してきたばかりなので、ちょっと
した縁を感じています。

生涯学習課文化財係
深澤麻衣 学芸員

　丘陵上から弥生時
代後期の土器棺墓が出
土。この地域の首長墓
と考えられています。

2 石原沢遺跡（村松の東部、掛川市との境）

土器棺墓

大門遺跡大門遺跡大門遺跡大門遺跡大門遺跡大門遺跡

　山から多数の遺構や遺物が発見されまし
た。墓の中から小銅鐸と舌

ぜつ
（中に吊り下げて

音を鳴らすためのもの）
が発見されており、実際
に音を鳴らして使って
いたことが分かります。

3 愛野向山遺跡（愛野公園東側）

小銅鐸と舌

　ゴルフ場開発時に発掘された遺跡。住居や建物の
跡は少なく、方形周溝墓（四角形の墳丘を造り、周り
に溝を巡らせた弥生時代の墓）が多く発見されまし
た。周囲にはかつて、大きな池があったともいわれ
ており、下流の諸井方面の水利権を持っていたムラ
が池を運営していたと考えられます。

5 団子塚遺跡
（高尾～諸井にまたがる段丘上）

上空から撮影した団子塚遺跡

　住宅街の下で多数の穴や
掘立柱建物跡が発見された
遺跡で、銅鐸の小破片も発見
されています。

4 掛之上遺跡（袋井駅北東）

銅鐸の小破片

木製の鋤

　住宅工事中に長さ150センチメートル幅70
センチメートルの巨大な木箱が掘り出され
ました。箱は方形周溝墓に埋葬された棺で、
通常であれば木製品は朽
ちてしまいますが、この
地は水に浸かった状態で
埋まっていたため完全な
形で残っていました。

8 徳光遺跡（袋井インターチェンジ南側）

掘り出された木箱

「大門遺跡発掘調査 速報展」開催
時  6月20日（月）～7月15日（金）午前9時～午後5時（土・日曜日、祝
日休館）　所  歴史文化館　※詳しくは本紙10ページに掲載


